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繰り返し注入によるカラム耐久性

Cadenza CD-C18 の出荷検査条件によるカラムライフを示すデータです。

３μｍ微小粒子充てん剤によるCadenza CD-C18, 250 x 4.6 mmサイズは，最高５万段の驚異的性能

を発揮します。このカラム性能がどの程度維持できるか，を実験した結果が上図です。

カラム劣化の要因にはいくつかありますが，注入時のショックや移動相の流れによる充てん状態の変

化も要因として挙げられます。

最適化されたCadenzaの出荷検査条件を適用して繰り返し注入試験を実施しました。その結果，充て

ん状態の変化を反映する理論段数の低下に関しては，5000回の注入回数でも90%以上維持できてい

ることがわかりました。このとき保持の変化やカラム圧力の変化はほとんど認められませんでした。

カラムライフは，ｐＨや温度，移動相組成などによっても大きく異なります。したがって本実験結果がす

べての分析条件に適用できるわけではありませんが，最適な環境を設定したとき，３μｍＯＤＳでしかも

250mmという最高性能のカラムがこのように多くの検体を処理できる可能性があります。

最適条件下では５，０００回の注入も可能です
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11.8 MPa

3.50 min

48,000 plates
Cadenza CD-C18, 250 x 4.6 mm
water / ACN / AcOH = 40 / 60 / 0.1
1.0 mL/min, 37 °C, 270 nm
1. uracil, 2. butylparaben, 2 uL


